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る』（藤本 1991）や『知里幸恵 十七歳のウエペケレ』（藤本 2002）に書かれている。『銀の
しずく 知里幸恵遺稿』に収録された「日記」は、1922年（大正 11年）6月 1日から 7月 28
日に書かれた。因みに、知里の誕生は、明治政府が「北海道旧土人保護法」（1997年（平成 9
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A  美しい女が暮らしていた 
B  たくさんの神々が彼女を妻にしたい 
C  悪事をする女 
D  クモが女の目を叩く  クモの元に行く女 
E  炉端で寝ているクモ 
F  草むしりをする女 
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本稿でテキストとした筆記資料は、1922 年（大正 11 年）6 月 1 日、6 月 2 日、6 月 3
日の日記である。この 3 編の日記は、『銀のしずく 知里幸恵遺稿』に収録された日記の
中でも最初の 3編に相当する。 
5. 1.  1922年 6月 1日の日記 
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A  目がさめた時 
B 仄薄暗い 
C  私は何をするべきか（使命の模索） 
D  執筆（ただそれだけの事）にどれほどの価値があるのか？ 


















F  家族の為に生きることは良くない（百合子さんの考え） 
G  しみじみと話す先生 
H  他人事ではないと思いギクリとなる 
I  順境に育った 
J  ～という話 
K  喜び・悲しみ・苦しみ・楽しみ 
L  神が与えたこと 
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N  悲痛 打ち消す 
O  よろこびの言葉 不能であった 
P  奥様の経験 
Q  結婚生活（私） 












R と R´は、共に、「罪」というテーマについての「疑問」である。以上のように、大正 11
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年 6月 1日の文書は、交差対句を主軸とした構造である。 
 
5. 2.  1922年 6月 2日の日記 
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F・F´は、両方ともに、「涙」についての話である。このように、6 月 2 日の手紙の場合も、
交差対句を基軸とした構文である。 
 
5. 3.  1922年 6月 3日の日記 
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